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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月10日(2017.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーブルと前記ケーブルに結合される複数の負荷とを含むケーブルシステムにおける問
題を検出するデバイスであって、
　前記ケーブルに、第１の調査信号を注入するインジェクタと、
　前記ケーブルから、前記第１の調査信号の第１の反射を含む第１の反射信号を受信する
受信器と、
　前記第１の反射信号を反射値に変換し、前記反射値と基準値との差分を求める、プロセ
ッサであって、前記反射値と前記基準値との差分を求めることは、前記問題を表わす閾値
以上である場合の、前記差分のうちの最初に生じる差分を求めること、及び、前記問題の
場所を表わす前記最初に生じる差分の瞬間を求めること、を含む、プロセッサと、
　を含み、
　前記プロセッサは、前記ケーブルシステムにおける問題がなかった瞬間において注入さ
れている、前に注入された調査信号からの反射を含む、前に受信された反射信号を、前記
基準値に変換する、デバイス。
【請求項２】
　前記インジェクタは、前記第１の調査信号の後に、前記ケーブルに、第２の調査信号を
注入し、前記受信器は、前記ケーブルから、前記第２の調査信号の第２の反射を含む第２
の反射信号を受信し、前記プロセッサは、前記第２の反射信号を反射値に変換し、前記プ
ロセッサは、前記ケーブルシステムにおける問題がなかった瞬間において注入されている
、前に注入された調査信号からの反射を含む、前に受信された反射信号を、前記基準値に
変換する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記プロセッサは、各反射値を各基準値と比較することによって、前記反射値と前記基
準値との前記差分を求める、請求項１に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記プロセッサは、１つ以上の反射値を第１の関数に挿入して、第１の結果を計算し、
１つ以上の基準値を第２の関数に挿入して、第２の結果を計算し、前記第１の結果と前記
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第２の結果とを互いに比較することによって、前記反射値と前記基準値との前記差分を求
める、請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記プロセッサは、１つ以上の反射値及び１つ以上の基準値を第３の関数に挿入して、
第３の結果を計算し、前記第３の結果を前記閾値と比較することによって、前記反射値と
前記基準値との前記差分を求める、請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記インジェクタは、第１のパルス信号を生成する生成器を含み、前記第１の調査信号
は、前記第１のパルス信号を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記インジェクタは、前記ケーブルを介して、前記複数の負荷に給電するために給電信
号を切り替えるスイッチを含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記給電信号の位相角を検出し、検出結果に応えて、前記給電信号の所定の位相角にお
いて、前記給電信号をオフに切り替えるために前記スイッチを制御するコントローラを更
に含む、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　０．１秒より短い第１の時間間隔の間、前記給電信号を中断するために前記スイッチを
制御するコントローラを更に含む、請求項７に記載のデバイス。
【請求項１０】
　請求項１に記載のデバイスを含み、ケーブル、負荷及び／又は電源を更に含む、収集シ
ステム。
【請求項１１】
　ランプの形式の前記負荷を含む、請求項１０に記載の収集システム。
【請求項１２】
　ケーブルと前記ケーブルに結合される複数の負荷とを含むケーブルシステムにおける問
題を検出する方法であって、第１の調査信号が前記ケーブルに注入され、前記第１の調査
信号の第１の反射を含む第１の反射信号が、前記ケーブルから受信され、前記方法は、
　前記第１の反射信号を反射値に変換するステップと、
　前記反射値と基準値との差分を求めるステップと、
　を含み、
　前記反射値と前記基準値との差分を求める前記ステップは、
　　前記問題を表す閾値以上である場合の、前記差分のうちの最初に生じる差分を求める
ステップと、
　　前記問題の場所を表す前記最初に生じる差分の瞬間を求めるステップと、を含み、
　前記基準値は、前記ケーブルシステムにおける問題がなかった瞬間において注入されて
いる、前に注入された調査信号からの反射を含む、前に受信された反射信号から変換され
るものである、方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法のステップを実行するためのコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のコンピュータプログラムを記憶して含む、媒体。


	header
	written-amendment

